
 

    

第 2261 例会 2012 年 11 月 29 日（木） 
お 祝 い 例 会 

場所：例会場  点鐘：12:30 

11 月はロータリー財団月間 

 

   

                     

 

 

本日のプログラム 

点 鐘 

ロータリーソング    手に手つないで 

            四つのテスト 

会長挨拶 

出席・スマイル報告   

委員会報告 

幹事報告 

 

お祝い例会      親睦委員長 

 お誕生日 

 結婚記念日 

   

点 鐘 

        

 

     

例会日 毎週木曜日 

事務局 多治見市新町 1-23   

産業文化センター４F 

TEL 0572-25-5100 FAX 0572-25-5101 

E-mail n-rc@joy.ocn.ne.jp 

HP     http://tajiminishi.jimdo.com/ 

会長 各務和宏  幹事 山田正史 
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第 2630地区 

写真 多治見駅 

第 47期会長テーマ 

みんなでつくる奉仕の心 

11 月のお祝い 

お誕生日 

11月 2日   各務和宏君 

11月 5日   山﨑正司君 

11月 2日   上野智子様（芳朗君夫人） 

11月 2日   加知育子様（康之夫人） 

11月 14日  堀祐子様 （義紀君夫人） 

11月 28日  石垣恭子様（智康君夫人） 

結婚記念日 

1日  嶋内龍男君  3日 山下智久君 

5日  山﨑正司君  7日 各務和宏君 

9日  柴田雅生君  22日  伊藤義弘君 

24日 堀義紀君   28日 安藤宏君 

29日 吉川光君 

年次総会のご案内 

 日時 ： 平成 24年 12月 6日（木） 

 場所 ： 例会場 

 議題 ： 次次期（49期）会長 

      次期（48期）会計・理事の選挙 



着信書類 

・ 国際ロータリー日本事務局より 

次期クラブ役員の登録について 

・ 12 月のロータリーレイト 1 ドル 80 円 

・ エフエムピピより 2013 年声の年賀状 

及び年末年始企画の案内 

・ ガバナー事務所より 

   「SAKUJI 作戦」推進について 

  直接自分にクラブの会員にならなくても日

本全体の会員増強達成のためのプログラム 

先週の記録 

◆ 出席報告  免除者 6 名内出席者 2 名 

 出席者  欠席者  出席率 

  30 名   4 名  88.23％ 

◆ スマイル報告 

     投函者 19 名  金額 20,000 円 

・明日、孫の結婚式です。    佐々木鉾二 

・卓話者として小木曽統様を紹介させて頂きます。              

石垣智康 

先週の卓話 

岐阜県養蜂組合連合会副会長  小木曽統様 

題目 「みつばちに学ぶ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

I．G．M．（D グループ）開催 

 日時：29 日（木）午後 6 時  場所：松正 

 ﾘｰﾀﾞｰ 石垣智康  ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 加藤真左子 

 R 情報 山下智久  執行部  大岩順子 

篠田博文 山﨑正司 佐藤正  

古田徳夫 山田正史 

今後の予定 

12 月 6 日 定例理事会 11:30 3F 特別会議室 

      年次総会 

12 月 13 日 卓話 「ipad の活用報告」 

多治見市教育長  村瀬登志夫様 

多治見市教育研究所 坂田俊広様 

 ロータリーへの道 

ポールハリス著 

最初のロータリークラブ NO．4 

第 3 回の会合で、私は２、３のクラブ名を提案

したのですが、ロータリーという名称が採用され

ました。当時会合は自分たちの事務所や仕事場で

持ち回りでやっていたからです。後になって例会

はホテルやレストランで開くようになりました

が、場所を毎回変えていました。こうして、我々

が「ロータリアン」の草分けとなりました。 

シカゴクラブでは最初の 2 年間は、私は役職に

就きませんでしたが役員の指名は私がしました。

会員はクラブの運営については、大体私の言う通

りにしてくれました。今考て見ると、時折随分独

裁的であったようですが、事実とすれば、それは

私がロータリークラブ活動に心血を注いでいた 

証拠です。三年目に会長に選ばれました。 

その当時の抱負は第一にシカゴクラブを大きく

すること。第二にロータリーを他の都市にも広げ

ること。第三にクラブの目的の一つとして社会奉

仕を強化することでした。このようにささやかな

出発点から始まって、ロータリーは実業家、専門

職業に従事している人々の親睦団体として成長

し、世界中 70 カ国にも広がって、ロータリーに

は日の没する所が無いと言われるようになった

のです。大都会シカゴの小さなグループに集まっ

てきた会員には、ロータリーは丁度砂漠のオアシ

スのようでした。ロータリーの集会は、当時の他

のクラブとはひと味違って、親密度が濃く、友情

に溢れていました。為にならない無意味な制約は

ご法度でした。会員は会場の入口で肩書きを外

し、皆元の少年に戻るのです。私にとってクラブ

の集会に出ることは、故郷の谷間に帰るのと同じ

ことでした。ロータリーの最初の考え方は花を開

き、ロータリーの理想と目的は明確になりまし

た。然し、肩の凝らない、仲の良い親善関係は、

相変わらずロータリーの重要な要素でした。 

                 （つづく） 

12 月 9 日（日）多治見 3RC 親睦合同ゴルフコンペ 

愛岐カントリークラブ 午前 7:37 スタート 


